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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

 Ａ．車体構造用高靭性樹脂の開発 

   前年度に開発した“ナノアロイ”処方のさらなる最適化を通じ、５０％以上の引張破断伸度を目

指す。また本樹脂を用い、ＣＦＲＰを作製し、弾性率低下を最小限に抑制した高伸度樹脂開発につ

なげる。 

 Ｂ．分析・解析 

   超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡を用い、得られた“ナノアロイ”の微細構造を観察する。

また、ＥＤＸ装置を活用し、“ナノアロイ”相構造の詳細解析を通じ、構造の最適設計につなげる。 

   SPring-8 において SAXS、XPCS により、リアルタイムでの破壊挙動評価を通じ、破壊に伴うボ

イド形成過程、分子鎖の運動速度変化を解析し、タフポリマーの特性向上につなげる。 

 Ｃ．理論・シミュレーション 

   非晶およびアロイ系のモデルにおける破壊シミュレーション検討を実施し、破壊の分子的機構解

明につなげる。さらに、得られた知見をもとに、２成分でのシミュレーション構築につなげる。 

 Ｄ．合成・プロセス 

   これまでに一定の効果を見出している軸分子量低下（2,000g/mol）、側鎖分子量 10,000g/mol の

開発ポリロタキサンの特性評価をさらに進め、kg スケールの量産化について検討を開始する。 

   ダブルベルトプレスを用いたＣＦＲＰ成形につき、日産、ＩＣＣと共同でボイドの少ない成形品

を開発する。 

 Ｅ．車用途以外への横展開 

   東レ社内で熱硬化系タフポリマーをマトリックス樹脂としたプリプレグを作製し、東レ・カーボ

ンマジックでオートクレーブを用いたＣＦＲＰ成形を行い、成形品を得る。 

 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1 進捗状況 

 Ａ．車体構造用高靭性樹脂の開発 

 ・東レ“ナノアロイ”技術を駆使し、環動ポリマー構造をナノ分散させることによる強靭化を検討中 

 ・金沢工業大学、日産自動車と共同で自動車部品を模した小型部品、大型部品の成形、評価を推進 

 Ｂ．分析・解析 

 ・東北大学と連携し極紫外線（ＥＵＶ）顕微鏡による解析を推進 

 ・理研、九州大学と連携し、SPring-8を用いた破壊時構造解析、局所的物性評価技術の構築を推進中 

 ・東京工業大学と連携し、破壊中のＡＦＭ解析を実施 

 Ｃ．理論・シミュレーション 

 ・非晶性ポリマー単独系等の単純系でのコンセプト確認を経て、段階的に複雑系に進展させつつ検証。 

 Ｄ．合成・プロセス 

 ・大阪大学、東京大学と共同で、ポリロタキサン分子設計について研究を推進中 

 ・山形大学と共同で、プロセス中での微分散化検討について革新混合プロセス開発を推進。 
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 Ｅ．車用途以外への横展開 

 ・熱硬化系タフポリマーをマトリックス樹脂としたプリプレグを作製し、東レ・カーボンマジックで

ＣＦＲＰを成形し、タフポリマーのポテンシャル把握を推進中。 

 

2-2 成果 

 Ａ．車体構造用高靭性樹脂の開発 

 ・タフポリマー系“ナノアロイ”のさらなる微分散化により、非強化系において伸度を６０％にまで

向上させることに成功した（図Ａ）。 

 ・タフポリマー系“ナノアロイ”を短繊維強化系材料に適用した結果、ＧＦ強化系においても剛性を

維持しつつ、高伸度化が発現することを見出した（図Ｂ）。 

 ・大型構造材料への展開を見据え、ピラー状試験片（ＣＦ強化系）を成形、曲げ試験を実施した結果、

ブランク品は真二つに破壊したのに対し、タフポリマー系は非破壊となることを見出した（図Ｃ）。 

 

  

 

Ｂ．分析・解析 

 ・SPring-8 における SAXS 測定の結果、ＰＡ６／ポリロタキサン“ナノアロイ”は降伏とともにポ 

リロタキサン相由来の散乱が消失していることを明らかにした。 

 

 Ｄ．合成・プロセス 

 ・ポリロタキサンの側鎖構造設計により、ＰＡ６との相溶性がさらに向上することを見出した。 

   

2-3 新たな課題など 

特になし。 

 

３．アウトリーチ活動報告 

 ・平成 29 年 2 月 15～17 日 nano tech 2017 第 16 回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議に出展 

 

 

 

 


